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1.「アジア研究資料としての識字教育資料コレクション：受贈から

展示まで」アジア研究図書館研究開発部門准教授 河原弥生

2.「ACCUによる識字協力事業：これまでの歩みと今後の展望」

公益財団法人ユネスコ・アジア文化センター

(ACCU) 教育協力部主任 若山洋子

3.「目録から見るACCU識字教育資料の全体像

と学術的価値について」

人文社会系研究科教授 小林正人

●質疑応答／ディスカッション

識字教育資料から
アジアの社会をみる
ユネスコ・アジア文化センター寄贈コレクション

令和5年度東京大学アジア研究図書館展示

2023年11月1日(水) - 30日(木)
東京大学総合図書館1階/4階展示スペース

記念セミナー開催 (参加無料)

11月9日(木)15:00-17:30
東京大学総合図書館4階

アジア研究図書館レクチャールーム

(対面・オンライン ハイブリッド開催)

東京大学附属図書館アジア研究図書館
研究開発部門 (RASARL)

https://www.lib.u-tokyo.ac.jp/ja/library/asia

参加申込はこちら▲
(締切：11月6日(月)17時)

第1期 11月 1日-15日 テーマ: 識字

第2期 11月17日-30日 テーマ: 女性

(会期中休館日：11月16日(木))

平日9:00-22:30 土日・祝日9:00-19:00

学内の方・学外の方いずれも、展示会観

覧の事前予約は不要です(入場無料)。



令和5年度東京大学アジア研究図書館展示「識字教育資料からアジアの社会をみる」

ユネスコ・アジア文化センター寄贈コレクション

東京大学附属図書館アジア研究図書館研究開発部門 (Research Advancement Section for the Asian Research Library (RASARL))

東京大学アジア研究図書館所蔵の「ユネスコ・アジア文化センター寄贈識字教育資料」3,487点は、2014 年に公益財団法人ユネス

コ・アジア文化センター（ACCU）より寄贈されたコレクションです。

アジア太平洋地域における文化の相互交流を促進するため1971年に設立されたACCUは、1980年代から新識字者（読み書きを習っ

たことはあるが、良い読み物に接する機会が少ないために実生活で使えなくなる可能性のある人たち）を対象に、90年代から女性を

対象にした識字教育事業に携わるようになりました。その活動のなかで、アジア太平洋地域の25カ国において収集された学校外教育

「ノンフォーマル・エデュケーション（Non-formal education）」の教材がこれらACCU資料です。ACCU資料は、東アジア・東南ア

ジア・南アジア・中央ユーラシア・西アジアにまたがる多くの国々の様々な言語（第一公用語以外の言語も含む）で書かれているとい

う点でも、また、作成された時期の各国の状況や問題意識を示すという点でも、貴重な価値を有しています。

コレクション名称のとおり、ACCU資料の主題は識字教育に関わるものが多くを占めますが、文字を学ぶ教科書そのものだけではな

く、文字を学ぶことで生活環境や経済状況をいかに改善してゆけるか、そして未来への選択肢がいかに開かれてゆくか、そのような実

用性と理念を兼ね揃えた読み物が少なからず収蔵されています。資料の形態も、冊子のほかポスターや玩具など様々な種類に及びます。

多くの国において、成人してから文字を学ぶ主体として想定されているのは、農村の人々や少数民族、そのなかでも特に女性たちです。

また、ACCU資料の特色のひとつに、同じ内容を異なる言語、異なる挿絵で読み物にしたシリーズがいくつも含まれている点があり

ます。農作物や家畜の管理、農協の結成など、農村の生活水準向上を目指すものから、女性が文字を学ぶことで女性自身や家族や社会

にどのような可能性がもたらされるかを訴えるものなど、内容は多岐にわたります。しかし各シリーズは必ずしも同一の内容ではなく、

テキストに各国の習俗が反映されている例もあり、また挿絵にはアジア各地の個性が大きく表れています。

今回の展示では、第１期は「識字」、第２期は「女性」をテーマとして、多数にのぼるアジアの国々から関連資料をセレクトしまし

た。識字の効用や社会的弱者のエンパワメントといった観点から、アジアの多様性を改めてお届けできれば幸いです。


